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【はじめに】第43回日本赤十字社医学会総会におい
て、哄下造影検査(VF検査)の評価、および哄下障
害患者のためのVF評価を基準にした栄養管理、薬
物療法、理学療法、ケアのマニュアルを作成し、誤
哄性肺炎予防の当院における取り組みを報告した。
最近、VF検査の症例数も増え、NST活動における
VF検査の役割が重要となつてきた。今回、当院に
おけるVF検査の現状を症例を交えて報告する。【哄
下造影検査の評価】当院では哄下障害のスクリー
ニングとしてRSST検査、繰 り返し誤哄性肺炎を起
こす患者にVF検査を施行 している。当院におけ
るVF検査の評価は、障害の部位および程度の組み
合わせで、階層化されている。Iは軽度の哄下障害、
Hは中等度の哄下障害、Ⅲは高度の哄下障害を、m
は口腔、pは咽頭、eは食道で障害部位を示している。
【VF検査評価による誤哄性肺炎予防のための患者管
理】昨年まではVF検査は、誤哄性肺炎予防のため
食事、摂食哄下訓練、肺機能訓練等の理学療法、口
腔内ケア等の処置、薬物療法のガイ ドラインとして
いた。本年度はそれに加え、哄下訓練の評価にも利
用されている。【総括】 1、VF検査は、客観的に哄
下機能が評価でき食事を含めた栄養管理、薬物療法
や理学療法の適応、ケアに役立つ。 2、 VF検査は、
哄下訓練の評価に役立つ。
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